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Abstract 
  
日本の藻場は、沿岸域開発などで減少してきた。近年は海面水温の上昇によって、藻類と生息場をめぐ
って競合するサンゴが北上しており、藻場の減少の度を速めている。藻類のなかでも多年生のアラメやカ
ジメは典型的な海中林を形成し、そこには豊かな生態系が形成されていた。減少する藻場を再生させる試
みは、海藻礁の設置、投石、母藻の投入、育成した海藻の移植など、種々行なわれてきた。 
サンゴでは着床具を用いた再生技術が実用化されている。これを多年生藻類の再生に応用するため、
（1）サンゴ着床具を用いた実験（2003～2009着生。以下、着生略）、 (2) 海藻着床具を用いた実験 (2010
～2012)、（3）着床具の移植技術の開発を行なった。 
サンゴ着床具の実験は、茨城水試の水槽でのアラメ着生（2003, 2004）、淡路島のカジメ藻場（2005）、
東京湾（江奈と竹岡）のアラメ藻場（2006）、茨城水試でのアラメ着生（2007, 2009）、の 4種を行なった。
素焼きの瀬戸物の着床具は、海域では表面に付着生物が着いた後に藻類が着生した。またスラグセラミッ
ク着床具（3～10μｍの多孔質）は、海域では先着順に藻類が着生した。このため、アラメやカジメの選
択着生はできなかった。スラグセラミック(以下、スラグ）着床具は、浸漬処理なしに水槽でアラメ遊走
子を着生できた。実験の結果、海藻着床具の開発のためのデータを得ることができた。さらに、海域での
藻礁への移植実験の結果をあわせ、スラグ製の海藻着床具を開発した。 
海藻着床具は、着床板、板両面下部のスペーサ、その中央に連結及び移植固定用の穴を有する。着床具
を架台に密に配置し（600～800個/架台）、茨城水試で実験（2010～2012）を行った。目的は、（1）全着床
具に均等にアラメ遊走子を着生させるための、遊走子着生方法、(2) 全着床具に平均全長 10cm のアラメ
を 5～10株育てるための育成法、の 2点であった。遊走子着生は着床具に遊走子が着きやすい方法を考案
できた。育成方法については、着床具の各部に育った幼い胞子体の密度を顕微鏡計数し、目視できる大き
さに成長した後は、目視でのアラメ計数も加えて計測を行った。その結果、着床具上面の遊走子着生数を
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増やすことが重要であること、また、アラメが成長して密生すると生育障害で株数が減少することがわか
った。これを防ぐためには、アラメが目視できてから 2 か月以内に、着床具の間隔を広げる（着床具 100
個/㎡）ことで解決できた。これらの改良で、全ての着床具にほぼ均等に遊走子が着生し、着生半年後に、
平均 8cmのアラメが平均 9株育った移植用種苗が得ら、当初の目標を達成できた。また 1年後には、平均
2.8株の大型のアラメが育った着床具が得られた。その 80％には、側葉が育っていた（平均 34ｃｍ、側葉
8葉）。 
着床具の移植は、（1）海藻礁へのサンゴ着床具の移植（2008）、（2）垂下移植と海底移植で移植アラメ
の生育段階の選択（2009～2010）、（3）海藻着床具の移植補助具開発と海藻礁への移植（2012～2013）、の
3 種を行った。2008 年の移植は，ウネリの高い浅海域（水深 3ｍ）に設置された硬質コンクリート製の海
藻礁（4.1ｍ×1.5ｍ、高さ 1.5ｍ）で行った。上面に 7.5mmφ、深さ 10mmの穴を穿孔し、水中ボンドで脚
を固定する。ウネリの中では穿孔が困難で（基盤硬く、姿勢保持不可）、着床具を接着しても、20 ㎝の大
きなアラメは波浪で動き回って着床具を回転させ、固定できかなった。10㎝ほどのアラメは動揺が少なく
固定できた。ただ、着生方法は大幅な改良が必要であった。垂下移植と海底移植は、アラメが目視できな
い段階から約 5 ㎝に成長したものまでの、5 段階を用いた。垂下移植（110 個）は、どのサイズでも着生
365日後には 30～40ｃｍにまで成長していた。海底移植（200個）は、着生 28日（50～100μｍ）から 60
日（3㎜）までの移植は失敗した。1cm（86日）～5cm（114日）の移植でも、着生 212日後には 10～20ｃ
ｍのアラメが約 1割の着床具に育っていたのみである。アラメの死亡は、ヒトデの食害やカイメンその他
による被覆によると考えられた。海底に移植するには、食害に対応できる、大きなアラメが着床具に複数
生育したものが必要と考えた。海藻着床具の移植のため、移植補助具を開発した。ウネリの高い海域での
移植を容易にするため、長さ 1.8ｍのガイドレールを海藻礁上段に固定し、ドリル台座（ダイバーの把持
棒とドリル上下用のガイド）を移動させて穿孔作業を容易にした。固定はステンレス釘で行ない、接着剤
は使用しない。この方式で、3 名のダイバーにより、1 時間に約 50 個の移植ができる見通しが得られた。
また着床具をアラメの固着根が覆った、大型のアラメが複数育った着床具でも確実に固定できた。 
本研究によって、10㎝のアラメが 10株育った着床具や、全長 30～40㎝の大型アラメが育った海藻着床
具を育成する技術を開発した。またアラメ移植の最大の課題「確実な固定」を、固定法を配慮した海藻着
床具と移植補助具の開発で、実用化できた。 
